
不正改造は狙郡です

“
r知らなかったJでは済まされません。

△ 工のような改逮は です。

尋

0基準不適合マフラーの装着/
溜宙器の取り外し

基準不適含マフラーの装着やマフラー

の切断・取り外しlよ、排気騒音が増大し、

沿適住民の生活環境を脅かし、騒音公害

の原因に繋がります。

0タイヤ及びホイールの率体(フェンダー)

外へのはみ出し

適切なタイヤやホイールを

使用しなければ、車体に接

触したり、ブレーキ構造など

と干渉します。

また、車体から突出すること

もあり、歩行者等に危審を

及ぼすおそれがあり、大変

危険です。

O基 準外ウイングの取り付け

0灯 火類の色の変更
クリアレンズ等不適切な輝火器及び回転灯等の取り付け

制動灯、方向}営 示器等 lよそれぞれ灯光の色が定められており、その他
の色を使用することは誤認を与え、他の交通を阻害し、事故をュ続発す

るおそれがあり、大変危,貞です。

※色の半J断 についてけ、点灯状態を見て判断します

0運 転者席・助手席の憲ガラスヘの
着色フィルム等の貼付

(貼付状態で可視光線透過率70%未満)

運転者席及び助手席の窓ガラスに濃い色の着色フィルムを貼ること

により、周囲の状況が石密認しにくくなり、大変危険です。

0

O AJ衛台さし枠の取り付け。燃料
タンクの増設

B.突入防止装置の切断。取り外し
C.大型後部反対器の取り外し

0速度抑制装置(スピードリミッター)

の解除。取り外し

不正改造車の使用者

整備命令の発令
モ

Ⅲ 従わない場合使 用

不正改造を実施した者

力月以下の懲役

又は30万円以下の罰金

不正改造車を排除する運動

守A

言棧ビ晏
鍋騨 燃悲籍 棄長 E

推進/囲上交通雀、不正改造協止推進I惑議会 後援/内閣府、審黒嵐 震林水達省、l彗清産業省、l目娘省 協力/独立行政法人自動車技術鴛台機補、軽自動車機査協会
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鰯
不正改造車を見かけたら

●車両のナンバー

●不正改造の内典台

をこちらまで

不正改造車

迷惑黒煙草

通報連絡先 輯
不正改造車を

"l除

する運動

ホームペ…ジ

www.tenken‐ seibi`com



△ 不正改造チェック項目

(う役じ方への翼除 を有していないか

●確実lt取り付けられているか

●鋭い突起がないか

じその付夕丘の最外側、最後端とならないか 等

●白色であるか

鰯

C)自色であるか

番号灯

じ赤色であるか ●赤色であるか

府I働輝

O橙色で点減園数が毎分 60回以上、120

回以下であるか

〔1赤色であるか

(う貨物普通自動車の場合、後部反射器

を備えるほか、大型後部反射器を備

えているか

一
一
わ
一
一

錘
| 寅物車

0内燃機関を原勒機 とす

る自動車の場合、騒 音

基準等に適合する消音

器を備えているか

(う触媒等が取り外されていないか

T!癌定以外のステッカー貼付をしていないか
(l前面ガラス等に装蛍布板を装着した状態又は運転席及び

助手席の窓ガラスに着色フィルム等を貼り付けた状態で
の可視光線透過率が70%未 満のものは不可

0鋭利な突起がないか

●歩行者等に接触した場合に衝撃を緩衛できる構造であ
るデJヽう七,じ 断等により、ばねの

一菖ド又イよ全部が除去

されていないか

0自色であるか (方向指 示器、非常点滅表示灯 叉は側方灯 と

一体又チよ兼用のもの及び二輪車等 lこついては、橙 色でもよい。)
イ平成17年 12月 3,日以前に製作された車両は、白色のほか淡黄色又は、裕色て

',っ

ても、全ての要娼灯が同―こであれはよしヽ
⑤着量や音色力滞 に一定であるか

乗用車

●内燃機関を原動機とする自動車の場合、騒音基準
等た道合する消音器を備えているか

船

○角喪媒等が取り外されていないか

=輪
車

=と
通 転席にシートベルトが装着されていない場合に警報す

る装置 (シートベルトリマインダー)の警告表示等を、機

異を用しヽて不正に解除していないか

○自色又は渋策色であるか ●飼時に31ttl以 上点文]しないか

O赤でないか ●点減しないか

●光度300cd以下であるか

rノ回転部分が車体からはみだしていないか

くD運転者席からR草害物を確認できる鏡等を備えているか

●緊急自動車等以′ノトに赤色の回転灯は取り付けていないか

0道路維持作業用自動華以外に黄色の回転灯は取り付け

ていないか 0走行中に使用することを 目的

とするディスプ レイなどを装

着 していないか

Cう普通貨物自動車の場合、巻き込み

防止装置を備えているか

●上砂等を運搬するダンプ車の場合、さし枠

の取り付けがないか

これ 合の一部を高くする等の改造がないか

●黒煙汚染度は

基準内である

C)新規模査受検後に燃料タンクを増設していないか

●容量が大幅に異なる燃料タンクヘ変更していないか 等

(構造等変更検査の手続きが必要になります。)

ら規程速度を超えて走行できるよう改造がされ

ていないか

●速度抑傷1装置を装着していることを示す黄色の

ステッカーが運転者の見やすい位置及び車両の

後面に貼付されているか

(う自動車の後藝lc突入防止装置を備え

ているか

△不正改造は犯罪ですI


